
　る態度を育てる。

・集めた情報を活用しようとする態

　度を育てる。

　　　○感性を磨き、新たな価値を創造する生徒

指導の重点

令和４年度　学校図書館教育全体計画
新潟市立両川中学校

両川中学校　教育目標

未来をたくましく生き抜く生徒

生徒・家庭・地域の実態

・生徒は全体的に明るく
　素直である。
・人間関係が狭く、多様
　な価値観をもった人と
　の関わりや体験が少
　ない。
・学習に対して受け身で
　ある。
・図書館を利用する生徒
　は限られている。
・地域・家庭は概ね協力
　的である。
・地域コーディネーター、
　学校図書館支援セン
　ターとの連携がとれて
　いる。

関係法規等

〇日本国憲法
〇教育基本法
〇学習指導要領
〇学校図書館ガイドライ
　ン
〇新潟市教育ビジョン第
　４期実施計画（Ｒ２～６）
〇第三次新潟市子ども
　読書活動推進計画（Ｒ
　２～６）
・学校図書館活用推進
　事業（Ｒ２～６）

重点目標

　　　〇考えを吟味し、判断し、実践する生徒

　　　○自分自身を見つめ、他者を尊重する生徒

各学年の重点目標

学年

図書館教育の目標

○本に親しみ、読書を通して豊かな心を育んでい

　こうとする生徒を育成する。

〇目的に応じて適切な資料を収集・活用し、課題

　解決を図れるような情報活用能力を育成する。

・図書館および読書環境を整備し、本への関心を高める。

・教科部・学年部と連携して図書館の活用を推進する。　

読書センターとして 学習センターとして 情報センターとして

３学年

１学年

２学年

・目的に応じて情報を集めようとす

・集めた情報を生き方に生かそうと

・読書に興味をもち、楽しく読書しようと

・様々な本に興味をもち、幅広く読書しよ

　うとする態度を育てる。

・適切な本を選んで読み、考えを広げた

　する態度を育てる。

・集めた情報を効果的に表現しよう

・学校図書館の利用の仕方を知ろ

　うとする態度を育てる。

・進んで学校図書館を利用しようと

　する態度を育てる。

《各教科》 《道徳》 《特別活動》 《総合的な学習の時間》

　り深めたりしようとする態度を育てる。 　とする態度を育てる。 　する態度を育てる。

・データベースによる図書管理
・蔵書の適切な収集・廃棄
・利用マナーの徹底
・読書環境の整備
・広報活動
・職員との連携

・昼休みの貸し出し当番
・校内読書週間の実施
・「図書館だより」やPOP等によ
　る本の紹介
・図書クイズ等のイベント活動
・読書量による個人およびクラ
　ス表彰

・朝読書の実施と学級文庫の活
　用
・計画的な蔵書整備
・リクエストの定期的な実施
・「図書館だより」や掲示物、図書
　館内外での図書の展示による
　本の紹介

・１年生に向けた図書館オリエン
　テーションの実施
・公共図書館との連携による資
　料提供
・文集や生徒会誌等の保管活用

・図書資料の活用によ
　り、主体的で探求的な
　学びへの意欲を喚起
　する。

　

・様々な資料の活用を通
　して、よりよく生きるた
　めの基盤となる道徳性
　を養う。
・図書資料の活用によ
　り、道徳的諸価値につ
　いての理解を促す。

具体的な方策

図書館運営 図書委員会との連携 「読書センター」として 「学習・情報センター」として

・課題の設定、追求、解
　決に向けて、適切な情
　報を収集・活用し、思
　考力を高める。

・朝読書や委員会活動を
　通して、読書に親しむ
　雰囲気を醸成する。
・図書館の活用により、
　情報収集能力や活用
　能力を高める。


